
伊那彫塑講習会関係資料翻印について

仮
番
号
［
書
10
―
３
２
３
］

便
箋

拝
啓

其
後
益
々
御
健
勝
の
御
様
子
何
よ
り

に
存
じ
ま
す
先
日
御
帰
省
の
御
事

新
聞
に
て
承
り
ま
し
た
が
已
に
御
帰
京

の
段
と
て
詮
方
な
く
爰
に
書
面
に
て
御
願

致
し
ま
す
段
あ
し
か
ら
ず
願
ひ
ま
す

本
郡
教
育
会
の
有
志
が
発
企
し
会
か
補

助
し
て
本
年
六
月
初
旬
か
下
旬
か
（
下
旬
の
方

が
当
方
に
て
は
都
合
よ
ろ
し
（
に
塑
像
の

講
習
会
を
開
く
事
に
き
ま
り
ま
し
た
昨

年
か
ら
高
等
科
に
手
工
を
必
須
科
と
し
て
加
へ

ら
れ
又
尋
常
科
に
も
加
へ
て
居
る
所
が
多
い

が
従
来
粘
土
細
工
と
し
て
課
し
て
来
た
所
に

満
足
出
来
ず
教
師
の
着
眼
や
鑑
賞
眼
や

其
他
手
工
に
つ
い
て
の
態
度
を
作
り
た
い
の
で
す

そ
し
て
講
師
と
し
て
石
井
鶴
三
先
生
を
御
願

し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
先
生
は
已
に
数
年
間

上
田
小
県
方
面
の
有
志
の
為
め
に
引
つ
ゞ
い
て

講
習
を
さ
れ
て
居
ま
す
方
々
へ
御
苦
労
を

願
ふ
こ
と
は
誠
に
恐
縮
で
あ
り
ま
す
が
こ
ち
ら

で
も
今
年
か
ら
始
め
て
出
来
る
な
ら
少
し

続
け
た
い
希
望
で
あ
り
ま
す
貴
殿
に
は

石
井
先
生
と
御
知
己
で
あ
り
ま
し
た
ら
ば

一
つ
御
骨
折
り
を
願
っ
て
先
生
の
御
承
諾

を
得
た
い
と
思
ひ
ま
す　

日
数
は
四
、
五
日
位

と
し
た
い
も
の
で
す　

有
志
と
申
し
て
も
結
局

各
学
校
か
ら
出
席
す
る
こ
と
に
な
り
ま
せ
う

先
生
か
御
承
諾
下
さ
れ
ま
す
れ
ば
方
法

に
つ
い
て
先
生
の
御
意
見
を
伺
つ
て
決
定

し
た
い
と
思
ひ
ま
す　

始
め
に
は
石
膏
と

云
ふ
こ
と
も
困
難
で
粘
土
で
か
ゝ
る
と
し
て
は

な
ど
申
し
ま
す
其
辺
貴
殿
か
ら
も

然
る
べ
く
御
話
を
願
度
存
じ
ま
す
甚

勝
手
で
す
が
何
分
御
御
尽
力
願
度

御
依
頼
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

昭
和
三
年
四
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
才
三
郎

中
川
紀
元
殿

　
　
　
　

坐
下

［
受
信
者
］
東
京
市
外
日
暮
里
／
七
面
坂
一
一
〇
九
／
中
川
紀
元
殿

［
発
信
者
］
長
野
県
上
伊
那
郡
／
伊
那
尋
常
高
等
小
学
校
／
原
才
三
郎

［
日
付
け
］
昭
和
三
年
四
月
二
十
七
日

［ 
消
印 
］
長
野
□
□
／
３
・
４
・
27
／
后
３
︱
６
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伊那彫塑講習会関係資料翻印について



伊那彫塑講習会関係資料翻印について

仮
番
号
［
書
10
―
２
４
６
］

便
箋

拝
啓

初
夏
漸
く
暑
気
加
は
り
ま
す
折
柄
益
々

御
清
栄
に
い
ら
せ
ら
れ
大
賀
に
存
じ
ま
す

扨
て
当
郡
教
育
会
に
於
造
塑
講
習
会
開

催
に
つ
き
先
生
の
御
指
導
御
願
申
し
ま
し
た

処
御
承
議
を
忝
う
し
た
る
趣
丸
山
清
人

氏
よ
り
承
り
有
り
が
た
く
存
じ
ま
す
昨
一
日

丸
山
氏
及
他
委
員
参
集
夫
れ
〴
〵
の

準
備
を
進
め
居
り
ま
す
始
め
て
の
事
と

て
手
落
な
き
様
に
と
力
め
居
り
ま
す
が
尚

御
心
付
の
点
は
御
指
示
の
程
祈
り
奉
り
ま
す

当
地
は
只
今
は
青
葉
の
さ
か
り
山
々
に
は

遠
く
高
峰
に
残
り
の
雪
も
見
へ
ま
す
此
自

然
の
景
は
聊
か
先
生
を
御
慰
め
申
し
得
ん

か
と
存
じ
ま
す
謹
ん
で
御
来
駕
の
日
を
御

ま
ち
申
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　

敬
具

　
　
　
　
　
　
　

上
伊
那
郡
教
育
会

昭
和
三
年
六
月
二
日　
　

原
才
三
郎

石
井
鶴
三
様

［
受
信
者
］
東
京
府
下
板
橋
町
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様

［
発
信
者
］
長
野
県
上
伊
那
郡
／
上
伊
那
郡
教
育
会
／
原
才
三
郎

［
日
付
け
］
昭
和
三
年
六
月
二
日

［ 

消
印 

］
長
□
□
□
／
３
・
６
・
２
／
后
６
︱
９
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伊那彫塑講習会関係資料翻印について

仮
番
号
［
書
10
―
２
４
５
］

便
箋

拝
啓

日
に
増
し
暑
気
加
は
り
当
地
も
全
く
夏
心
地

と
な
り
ま
し
た
此
処
数
日
は
田
植
の
盛
り
に
て

野
の
面
の
日
毎
に
移
り
変
る
様
は
眺
め

あ
か
ず
覚
え
ま
す　

先
生
の
当
地
へ

御
出
で
下
さ
れ
ま
す
日
時
御
聞
申
度
別

紙
中
央
線
及
伊
那
電
車
時
間
表
写

差
添
へ
ま
す
故
御
参
考
御
決
定
を

願
ひ
ま
す
当
地
へ
は
始
め
て
の
御
旅

と
存
じ
ま
す
の
で
電
車
の
乗
降
等
も
あ
り

御
不
便
と
存
じ
ま
す
故
辰
野
迄
丸
山
氏

御
迎
へ
致
し
度
存
じ
ま
す
れ
ば
御
決
定

の
時
間
御
報
ら
せ
被
下
度
御
願
申
し
ま
す

時
間
表
中
○
印
の
も
の
が
適
当
か
と
存
じ
ま
す

日
中
な
れ
ば
一
、二
の
中
を
夜
行
な
れ
ば
三
、
を
御

選
み
な
さ
れ
度
三
に
は
寐
台
も
あ
り
ま
す
、
一

は
朝
の
時
間
早
き
も
涼
し
き
中
に
過
ご
す
の
利

も
あ
り
ま
す

右
御
決
定
御
願
迄　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

昭
和
三
年
六
月
十
二
日　

原
才
三
郎

　

石
井
鶴
三
様

　
　
　

中
央
線
汽
車　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
那
電
車

　
　

発　
　
　
　
　
　

時
間　
　
　
　

着　
　
　
　
　
　

発　
　
　
　
　
　

着

一
○
飯
田
町
松
本
行　

前
五
時
三
〇
分　

辰
野
后
一
時
四
三
分　

辰
野
后
二
時

六
分　

伊
那
后
二
時
五
〇
分

二
○
〃　

名
古
屋
行　

前
八
時
一
三
分　

仝　

后
五
時
〇
分　
　

仝　

后
五
時

六
分　

仝　

后
五
時
五
〇
分

　
　

〃　

松
本
行　

前
一
〇
時
一
三
分　

仝　

后
六
時
四
六
分　
　

仝　

后
七

時
六
分　

仝　

后
七
時
五
〇
分

　
　

〃　

〃　
　
　

正
午
一
二
時　
　
　

仝　

后
八
時
三
九
分　
　

仝　

后
九

時
六
分　

仝　

后
九
時
五
〇
分

三
○
〃　

長
野
行　

后
一
〇
時
○
分　
　

仝　

前
五
時
五
九
分　
　

仝　

前
六

時
六
分　

仝　

前
六
時
五
〇
分

　
　

〃　

長
野
行　

后
一
一
時
三
十
分　

仝　

前
八
時
三
六
分　
　

仝　

前
九

時
六
分　

仝　

前
九
時
五
〇
分

［
受
信
者
］
東
京
府
下
板
橋
町
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様

［
発
信
者
］
長
野
県
上
伊
那
郡
／
上
伊
那
郡
教
育
会
／
原
才
三
郎

［
日
付
け
］
昭
和
三
年
六
月
十
二
日

［ 

消
印 

］
長
野
伊
那
／
□
・
６
・
２
／
前
９
︱
（2
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伊那彫塑講習会関係資料翻印について

仮
番
号
［
書
10
―
２
４
４
］

便
箋

拝
啓

此
間
中
は
毎
日
御
熱
誠
を
籠
め
た
御
指

導
に
預
り
只
々
感
謝
致
し
居
り
ま
す
殊
に

最
後
に
は
御
多
用
の
中
を
一
日
御
延
ば
し

下
さ
れ
連
夜
遅
く
迄
御
苦
労
も
忘
れ

て
の
御
骨
折
は
一
同
の
頭
に
深
く
〳
〵

生
涯
の
記
憶
と
も
相
成
り
ま
す
明
日
よ
り

は
各
学
校
共
授
業
は
開
始
さ
れ
ま
す

ど
の
よ
う
に
意
味
深
く
一
般
の
人
々
に

迄
伝
へ
ら
れ
行
く
か
と
思
ひ
ま
し
て
悦
び

の
心
に
満
た
さ
れ
て
居
り
ま
す
御
出

発
に
際
し
て
は
辰
野
に
て
手
違
あ

り
た
り
と
後
に
伊
藤
氏
よ
り
承
り
誠
に

申
訳
な
く
御
容
し
の
程
御
願
申

し
ま
す
帰
途
に
尚
一
応
注
意
せ
ば
よ

か
り
し
に
と
思
へ
ど
詮
方
な
く
存
じ
ま
す

雨
の
為
め
な
ど
に
て
何
れ
へ
も
御
出
か
け
の
機

も
な
く
遺
憾
に
存
じ
ま
す
何
れ
よ
き
折
を

も
て
取
返
し
致
し
度
存
じ
ま
す
御
礼
旁

御
詫カ

迄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

昭
和
三
年
六
月
三
一
日　

原
才
三
郎

　

石
井
鶴
三
様

［
受
信
者
］
東
京
市
外
板
橋
町
中
丸
／
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様

［
発
信
者
］
長
野
県
上
伊
那
郡
／
上
伊
那
郡
教
育
会
／
原
才
三
郎

［
日
付
け
］
昭
和
三
年
六
月
三
一
日

［ 

消
印 

］
□
□
／
３
・
７
・
１
／
后
３
︱
５
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22

仮
番
号
［
書
10
―
２
４
３
］

巻
紙

拝
啓

御
書
面
拝
読
致
し
ま
し
た
益
々

御
清
勝
に
い
ら
せ
らマ

マ

何
よ
り
の

御
悦
び
に
存
じ
ま
す
予
て

御
願
ひ
の
御
揮
毫
御

恵
与
に
預
り
有
り
が
た
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
気

高
き
風
格
自
ら
観
る
者

を
し
て
襟
を
正
し
て
し
か
も

言
ふ
可
か
ら
ざ
る
親
み
を
覚
え
さ
せ
ま
す

皆
々
打
集
り
て
先
生
に

御
目
に
か
ゝ
り
た
る
感
あ
り
と

尽
き
ぬ
思
に
耽
け
り
ま
し
た

長
く
身
の
宝
と
致
し

申
す
べ
く
感
謝
致
し

ま
す
当
地
此
頃
滅
切
り

寒
さ
加
は
り
四
方
の
山
々
紅
葉
し

秋
も
盛
り
で
あ
り
ま
す
遠
く

し
て
先
生
の
御
来
遊
を
得

ざ
る
を
憾
み
ま
す
御
多
忙
の

御
身
且
つ
は
日
に
ま
し
寒

さ
も
加
は
り
ま
す
折
柄
切
に

御
大
切
に
遊
ば
さ
る
ゝ
様
祈
り
ま
す

取
り
敢
へ
ず
御
礼
迄　

敬
具

昭
和
三
年
十
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　

原
才
三
郎

石
井
鶴
三
先
生

　
　
　
　
　

貴
下

［
受
信
者
］
東
京
市
外
板
橋
町
中
丸
／
二
二
六
／
石
井
鶴
三
様

［
発
信
者
］
長
野
県
上
伊
那
郡
／
伊
那
尋
常
高
等
小
学
校
／
原
才
三
郎

［
日
付
け
］
昭
和
三
年
十
月
二
十
三
日

［ 

消
印 

］
／
３
／
︱
６
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40

仮
番
号
［
馬
場
26
―
76
］

便
箋

拝
啓

御
無
沙
汰
許
り
致
し
ま
し
て
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
益
々

御
健
勝
に
わ
た
ら
せ
ら
れ
大
賀
に
存
じ
ま
す

此
度
は
春
陽
会
御
出
品
の
絵
は
が
き
に
御
通
信

を
い
た
ゞ
き
有
り
が
た
く
存
じ
ま
す
昨
年
の

御
作
相
撲
に
つ
ゞ
き
て
一
万
米
突
競
走
に
先

人
未
踏
の
道
を
拓
か
れ
ま
す
御
苦
心
の
程
深
き

感
動
を
与
へ
ら
れ
ま
す
二
つ
の
絵
は
か
き
を
な
ら

べ
て
あ
か
ず
見
入
っ
て
居
ま
す
本
年
も
一
寸

先
頃
上
京
い
た
し
ま
し
た
が
短
時
間
に
き
り
つ
め
た

用
務
で
遂
に
眼
の
あ
た
り
拝
見
出
来
な
か

っマ

マこ
と
を
遺
憾
と
存
じ
居
り
ま
す
伊
那
の
も
の

及
上
田
の
も
の
も
御
陳
列
と
承
り
て
は
尚
更
に

侘
び
て
居
ま
す

上
京
の
上
御
願
い
た
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
が

本
年
も
引
き
つ
ゞ
き
彫
塑
御
指
導
御
願
申

度
何
卒
御
詳
容
の
程
祈
り
申
し
ま
す
上

田
の
方
も
仝
様
な
希
望
に
燃
え
て
居
る
と
存

じ
ま
す
時
期
は
前
年
の
様
に
暑
中
に
御
願

致
し
ま
す
れ
ば
結
構
に
存
じ
ま
す
ど
う
ぞ
御

差
繰
り
下
さ
れ
ま
し
て
御
了
承
を
御
願
ひ
申
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

敬
具

昭
和
五
年
五
月
二
十
一
日　

原
才
三
郎

　
　

石
井
鶴
三
様

［
受
信
者
］
東
京
市
外
板
橋
町
中
丸
二
六
六
／
［
転
送
］
鹿
児
島
市
山
下
町
一
五
七　

山
口
徳
次
氏
方
／
石
井
鶴
三
様

［
発
信
者
］
長
野
県
上
伊
那
郡
教
育
会
／
原
才
三
郎

［
日
付
け
］
昭
和
五
年
五
月
二
十
一
日

［ 

消
印 

］
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仮
番
号
［
書
10
―
２
３
７
］

便
箋

拝
啓

梅
雨
明
け
よ
り
俄
か
の
暑
さ
に
て
信
州
も
中
々
に

骨
折
れ
ま
す
東
京
の
御
暑
さ
を
想
ひ
ま
し
て

只
々
御
健
勝
を
祈
り
奉
り
ま
す

先
般
も
一
寸
御
願
申
上
げ
お
き
ま
し
た
が
本

年
も
先
生
の
御
指
導
の
下
に
彫
塑
講
習

会
を
開
き
た
い
と
存
じ
ま
す
前
年
来
の

会
員
の
希
望
も
之
れ
あ
り
連
年
の
御
苦

労
を
願
ひ
ま
し
た
結
果
漸
く
進
み
来
つ
た

人
々
の
為
め
に
も
此
願
を
叶
へ
た
い
と
存

じ
ま
す
御
多
忙
の
中
を
殊
に
暑
い

折
と
て
誠
に
恐
れ
多
く
存
じ
ま
す
が

何
卒
御
許
容
の
程
御
願
申
し

ま
す
期
日
は
八
月
中
二
十
日
頃
の
間
に
御

選
定
く
だ
さ
れ
ま
す
れ
ば
之
に
過
ぎ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん

出
京
の
上
御
目
に
か
ゝ
り
委
細
申
上
げ

御
願
致
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
失
礼
の
儀

御
容
し
被
下
度
祈
り
参カ

り
ま
す　
　
　

敬
具

昭
和
五
年
七
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
才
三
郎

　

石
井
鶴
三
先
生

　
　
　
　
　
　

御
机
下

［
受
信
者
］
東
京
市
外
板
橋
町
中
丸
／
石
井
鶴
三
様

［
発
信
者
］
長
野
県
上
伊
那
郡
／
伊
那
尋
常
高
等
小
学
校

［
日
付
け
］
昭
和
五
年
七
月
十
六
日

［ 

消
印 

］
長
野
伊
□
／
□
・
７
・
（6
／
□
□
︱
６
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仮
番
号
［
書
10
―
２
４
２
］

巻
紙

拝
啓

御
書
面
拝
読
致
し
ま
し
た

当
地
講
習
会
の
儀
御

承
引
に
預
り
有
り
が
た

く
存
じ
ま
す
早
速
其

準
備
に
致
し
ま
す
故

御
了
承
被
下
度
八
月

十
一
日
よ
り
十
五
日
迄
上

田
の
方
よ
り
御
廻
り

被
遊
ま
す
様
御
願

申
し
ま
す

天
気
都
合
も
あ
り
ま
す
が

御
都
合
御
許
し
ま
す
れ
ば

本
年
は
西
駒
へ
御

登
山
の
予
定
に
て
御

出
か
け
成
さ
れ
度
只
今
は

ど
う
も
山
が
よ
く
晴
れ
ぬ
が

其
頃
に
は
訖マ

マ

度
よ
く
な
る

こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
御
準
備

と
て
格
別
の
事
は
必
要

之
れ
な
く
只
御
日
取
り
を

御
予
定
な
し
下
さ
れ
な
ば

そ
れ
に
て
十
分
と
存
じ
ま
す

右
御
返
事
旁　

敬
具

昭
和
三
年
七
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　

原
才
三
郎

石
井
鶴
三
様

　
　
　

玉
案
下

［
受
信
者
］
東
京
市
外
板
橋
町
中
丸
／
石
井
鶴
三
様

［
発
信
者
］
長
野
県
上
伊
那
郡
教
育
会
／
原
才
三
郎

［
日
付
け
］
昭
和
五
年
七
月
三
十
日

［ 

消
印 

］
長
野
伊
那
／
５
・
７
・
30
／
后
０
︱
３
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仮
番
号
［
書
10
―
２
３
０
］

巻
紙

拝
啓

途
中
御
無
事
御
帰
宅

を
遊
さ
れ
た
る
趣
拝
承
安
堵

い
た
し
ま
し
た
此
度
は
暑
気

最
も
強
き
折
に
も
拘
ら
ず

御
懇
篤
な
る
御
指
導
を
忝
う
し

有
り
が
た
く
感
謝
い
た
し
ま
す

特
に
報
酬
等
に
つ
き
御
高
志

拝
承
仕
り
何
と
も
辞
に
尽
せ
ぬ

御
志
感
佩
の
外
あ
り
ま
せ
ぬ

講
習
員
に
対
し
て
は
深
い
御

教
訓
を
賜
は
り
会
員
の
心
肝
に

銘
す
る
処
と
存
じ
ま
す
当
地

会
員
の
熱
誠
の
不
足
す
る
点

に
つ
き
て
は
向
後
各
自
相
戒
め

発
憤
激
励
の
道
を
講
ず
る

こ
と
に
努
め
度
存
じ
ま
す
何
卒

将
来
相
変
ら
ず
御
指
導
の
程

御
願
ひ
申
し
ま
す
随
分
御

多
忙
の
御
事
に
存
し
ま
す
時

候
尚
残
暑
酷
烈
を
極
め
ま
す

切
に
御
健
勝
の
程
祈
り
参
り
ま
す

駒
ヶ
嶽
に
て
御
写
生
の
十
字

花
種
物
は
仝
調
査
委
員
の

云
ふ
所
に
よ
れ
ば
大
抵
「
ハ
ク
セ
ン
ナ
ヅ
ナ
」

な
る
べ
し
と
の
事
で
あ
り
ま
す
御

は
が
き
に
御
記
し
被
下
ま
し
た
も
の
は

「
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
」
で
あ
り
ま
す

御
礼
迄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

昭
和
五
年
八
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　

原
才
三
郎

石
井
鶴
三
先
生

　
　
　
　

坐
右

［
受
信
者
］
東
京
市
外
板
橋
町
中
丸
／
石
井
鶴
三
様

［
発
信
者
］
長
野
県
上
伊
那
郡
教
育
会

［
日
付
け
］
昭
和
五
年
八
月
二
十
七
日

［ 

消
印 

］
長
／
５
・
８
・
27
／
后
３
︱
６
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60

仮
番
号
［
書
10
―
２
４
１
］

巻
紙

拝
啓

御
蔭
様
に
開
館
記
念
展
覧
会
も
相
当
の

観
覧
者
あ
り
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
之
れ
も
一
に

先
生
方
の
御
援
助
を
得
ま
し
た
賜
と
感
謝
い
た
し

ま
す
銅
像
除
幕
式
が
石
屋
の
都
合
で
延
び
て
二
十
六

日
に
な
り
ま
し
た
余
り
長
く
な
り
ま
す
の
で
恐
れ
入
り

ま
す
が
当
日
来
会
者
の
為
め
に
絵
画
の
方
だ
け

展
覧
の
こ
と
に
致
し
た
い
と
存
じ
其
れ
迄
御

拝
借
御
許
し
下
さ
る
様
御
願
申
し
ま
す

次
に
甚
だ
卒
爾
な
る
儀
に
存
じ
ま
す
が
先
生

よ
り
御
拝
借
の
あ
の
画
を
若
も
御
譲
り
願

へ
ま
せ
う
か
御
伺
ひ
し
て
見
て
呉
れ
と
申
す
人

が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
は
御
願
出
来
る
と
し
て
も
全
部
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か

あ
の
中
一
部
分
で
も
良
い
か
御
礼
は
何
程
差
上

ぐ
れ
ば
よ
い
か
御
き
ゝ
し
て
欲
し
い
と
申
さ
れ

ま
す
御
差
支
な
く
ば
御
内
意
御

洩
ら
し
下
さ
れ
度
御
願
ひ
申
し
ま
す

延
期
御
依
頼
に
併
せ
右
御
伺
ひ
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

敬
具

昭
和
六
年
十
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
才
三
郎

石
井
鶴
三
先
生

　
　
　
　
　

坐
右

［
受
信
者
］
東
京
市
外
板
橋
／
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様

［
発
信
者
］
長
野
県
上
伊
那
郡
伊
那
町　

電
話
四
五
三
番
／
上
伊
那
図
書
館
／
原
才
三

郎［
日
付
け
］
昭
和
六
年
十
二
月
二
十
二
日

［ 

消
印 

］
長
野
伊
那
／
６
・
（2
・
22
／
后
０
︱
４
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